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生涯にわたって計画的に運動に親しむ資質や能力の育成とその評価 

―「自主創造」の精神に基づいた選択制授業の展開― 

 

奈良県立奈良高等学校 小松祐樹 

 

 

Ⅰ. 研究の概要 

（１）主題設定の理由 

学習指導要領にある保健体育科の目標は「体育

の見方･考え方を働かせ、課題を発見し、合理的、

計画的な解決に向けた学習過程を通して、心と体

を一体として捉え、生涯にわたって豊かなスポー

ツライフを継続するとともに、自己の状況に応じ

て体力の向上を図るための資質･能力を次のとおり

育成することを目指す。」とされている。 

また、学習指導要領には「主体的・対話的で深

い学び」の実現が掲げられており、そのためには

教員が教え、生徒がそれを聞くという一方通行の

形ではなく、生徒たちがグループワークなどを通

して、課題に取り組み、主体性や社会的能力、課

題解決力などを身につけられるような学習方法が

望ましいとされている。 

本校は、運動部の加入率が 60％を超えており、

文化部も合わせると部活動加入率は約 90％と、学

校生活や部活動にも前向きな生徒が非常に多い。

体育の授業では、このような生徒の特性を生かし、

集団の中でリーダーシップの取れる人物の育成や、

生徒たちが生涯にわたって豊かなスポーツライフ

を継続するためのきっかけになるような授業を実

施したいと考えた。 

 

（２）研究のねらい 

  本校では、3年間の学校生活を送るにあたって、

基本的な礼儀や作法を身につけてもらいたいとい

う思いから、1 年生では体育 3 単位のうち 1 単位

を使って武道を実施している。2 年生では 1 学期

2学期を使い、各学期4種目から 1種目を選択し、

教員主導で選択制種目を実施している。3 年生で

は 2年生と同様に各学期 4種目から 1種目を選択

し、学習計画の作成、目標設定、授業案作成、授

業展開を生徒たち自身がグループごとに主体性を

持って授業に取り組んでいる。 

  概要でも触れたように、本校は「自主創造」の

精神を理念としており、生徒の主体性を重んじる

リベラルで文化的な雰囲気を大切にしていること

から、特に 3年生の選択制体育においては、生徒

たち自らがグループで授業の単元計画を作成し、

当番制でリーダーが授業案をもとに実際に授業を

行なうという方法を取っている。そのため、学習

計画や授業案の作成なども時間をかけて丁寧に行

っている。 

グループや個人で計画を立てたり、種目につい

て調べたり、実際に指導するという経験を通して、

主体性やスポーツに親しむ態度を育みたいという

ねらいがある。このような 3年間の授業形式のな

かで、特に 3年生における選択制体育（「自主創

造」の精神に基づいた選択制授業）が実際にどの

ように生徒の意識変化につながっているのかを研

究することで、今後のより良い選択制体育の授業

のあり方を考えるきっかけにしたい。 
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（３）年間指導計画 

 

Ⅱ. 研究の実践 

（１）対象：奈良高校３年（３５８名） 

 

（２）授業展開（全２０時間） 

時 学習活動 指導のねらい 

１ ・種目選択 

・班決め 

○各種目の説明を受け、取り組みたい種目の

内容を具体的にイメージさせる。 

２ 

３ 

４ 

５ 

 

・グループの目標設定 

・個人目標設定 

・学習計画作成 

・授業案作成 

○グループのメンバーと協力しながら、グル

ープの目標や個人目標、学習計画や指導案

を、資料集などをもとに作成することで種目

の理解を深めさせる。 

図 1～7 

６ 

７ 

８ 

基礎練習① 

基礎練習② 

基礎練習③ 

○種目の基礎技能を身につけさせる。 

図 8～10 

９ 

１０ 

１１ 

応用練習① 

応用練習② 

応用練習③ 

○試合形式につながるような応用練習を行

う。 

１２ 

１３ 

試合形式① 

試合形式② 

○これまでの練習を生かし、試合形式で種目

を行う。 
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１４ 

１５ 

１６ 

１７ 

１８ 

１９ 

２０ 

試合形式③ 

試合形式④ 

試合形式⑤ 

試合形式⑥ 

試合形式⑦ 

試合形式⑧ 

試合形式⑨ 

○ルール設定や、運営方法、安全面にも配慮

させる。 

 

（３）成果と課題（アンケート集約） 

 

 

 

アンケート結果（自由記述欄） 

・種目への自主的な関心が高まった。これまであま

りスポーツに関心がなかったが、自分で種目のこ

とを調べていくことで理解が深まり、これからも

そのスポーツを行ってみようと思った。 

・普段体育をするときはどうすれば技術が向上する

か等を考えたことはあまりなかったが、今回の体

育では種目のルールを含め様々なことを理解でき

たので有意義な時間であった。 

・３年生では計画をグループで決める形式になった

ため、グループ内での会話や声掛けが多くなり、

積極的にコミュニケーションを取ったので、達成

感や連帯感が大きかった。 

・自分で計画を立てることで、授業に対する責任感

や主体性がとても高まったと思う。先生に決めて

もらわない分、スムーズに授業が進まない事もあ

ったが、グループで協力して解決できたりしたこ

とが良かった。 

平均４.５８ 

平均４.４１ 

平均４.６０ 

平均４.６１ 

平均４.５９ 

平均４.２７ 
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・自分たちが不足していると思う技術を集中して練

習できたので良かった。レポートの書き方も練習

できて、大学での自主的に行う活動にもつながる

いい経験ができた。 

・グループワークを通して伝える力や自主的に物事

を考える力が身についた。人前で話をすることが

苦手だが、自分が成長できるいい機会になった。 

・自由度が高いということが「自主創造」の校風に

マッチしていてよかった。奈良高校の生徒はめん

どくさいからさぼるという人が少ないので、真面

目に楽しく活動することができた。 

・自ら課題を解決するという活動は今後社会に出て

も役立っていくと思うので良かった。 

・１，２年生の時よりもモチベーションが高かった

ように感じ、自主性をより向上させることができ

た。 

・自分で計画を立てることで練習の意味などを考

え、理解が深まり、責任をもって取り組むことが

できた。１，２年に比べて計画を立てる時間を授

業でとるため練習の時間が少なくなったのが残念

であった。 

・自分たちに合った計画を考えるには少し時間がか

かり、受験勉強で忙しい３年生の時よりも２年生

で実施した方が良い気がした。 

・３年の勉強が忙しい時期にノート作りや種目につ

いて調べるのはかなり負担なので２年生の時にや

ってもらえるとありがたいと思った。 

・奈高生に合った授業形式だと思うし楽しかった

が、ノート作成の際にクオリティーの高いものを

求められ負担が大きかった。 

・自分たちの立てた計画通りにすべて行えたわけで

はなく、同じ班になった人の取り組み方（話をち

ゃんと聞いてくれるか等）によって授業内容が大

きく左右されると思った。 

・班に一人でもやる気のない人がいるとスムーズに

授業をこなせなくなると思った。 

 

Ⅲ. まとめ 

  自己評価アンケートの結果から、５点満点の質

問項目６つについては４点、５点を選ぶ生徒が多

く、概ね生徒の満足度の高い授業が実施できたの

ではないかと考えられる。実際の授業の様子から

も、生徒同士での教え合いや、男女差や技能の差

などがある中で、みんなでスポーツを楽しめるよ

うに工夫する姿などが見られ、個人の技能向上だ

けでなく、主体性や社会的能力、課題解決力など

が身についたように感じる。 

  生徒の自由記述からも、「この選択制体育を通

して主体的に授業に取り組めた」、「種目への関

心が高まった」、「社会性やコミュニケーション

能力を高める機会になった」などの前向きな意見

が多く見られた。 

  生徒自身が感じている課題としては、ノート作

成に時間をかけるということで活動時間が減って

しまうということや、受験期の負担になるという

ことが挙げられていた。 

  また、今回の研究では３年生の一学期終わりに

実施した自己評価をもとに分析をしているが、今

後も継続してデータを取って研究し、より良い選

択制体育の授業づくりを行っていきたい。 
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図 1 
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図 4 
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図 6 
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図 10 

 
 

 

 

（受付：2024年 1月 9日 受理：2024年 3月 1日） 


